
平成19年 2月 9日

 （URL　http://www.shingakukai.co.jp ） （コード番号：9760 　東証第一部）
問い合わせ先 　

代表取締役社長 平井  睦雄 Tel: （011）863-5557

常務執行役員総務部長 松田　憲之

１．四半期財務情報の作成等に係る事項

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無           ：  有

   （内容）

ⅰ）法人税等の計上基準…法定実効税率をベースとした簡便的税額計算により計算しております。

ⅱ）その他影響が僅少なものにつき、一部簡便的な手続きを用いております。

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無       ：  無

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無                   ：  無

２．平成19年3月期第3四半期財務・業績の概況　（平成18年4月1日　～　平成18年12月31日）

（１）経営成績（連結）の進捗状況

（百万円未満切捨）

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。

18平成18年3月期第3四半期 29 39 29

05

潜在株式調整後1株当り
四半期（当期）純利益

%

(参考）平成18年3月期 8,564 △ 0.5 939

平成19年3月期　第3四半期 財務・業績の概況（連結）

株式会社　進学会

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

上場会社名

代表者役職・氏名

責任者役職・氏名

四半期(当期)純利益

百万円 %

42.1平成19年3月期第3四半期 5,595 △ 8.2 1,280 681

百万円 百万円 %

552

△ 4.0 580 1.0

百万円 %

17.428.3

1 株 当 り四半期
（当期）純利益

銭

平成18年3月期第3四半期 6,093 0.1 389 △ 57.0

3.51,681 9620.5

997

平成19年3月期第3四半期 34

円 銭 円

40 34 20

△ 34.4

(参考）平成18年3月期 48 73 48

- 1 -



（２）財政状態（連結）の変動状況

円 銭

[財政状態（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]

３．平成19年3月期の連結業績予想（平成18年４月１日 ～　平成19年３月31日）

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　41円08銭

［業績予想に関する定性的情報等］

　第１四半期の業績は予定通り推移しており、平成18年11月10日に公表しました業績予想に変更はありません。

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社グループが判断したものであり、本資料発表

  日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる

  可能性があります。

○添付資料

・（要約）四半期連結貸借対照表

・（要約）四半期連結損益計算書

総 　資 　産 純　資　産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％

91.1 1,19719年3月期第3四半期 26,347 23,992

18年3月期第3四半期 25,607 23,200

25,796 23,711

75
90.6 1,174 94

当期純利益

71

　当四半期における総資産は、26,347百万円となり、前年同期と比較すると739百万円増加しました。専用会場
の建設を進めた結果、建物等の有形固定資産が1,338百万円増加しましたが、一方で現預金は1,394百万円減少し
ました。純資産は792百万円増加しました。主な増加は利益剰余金が592百万円増加し、主な減少はその他有価証
券評価差額金によるものです。以上の結果、自己資本比率は前期の91.9％から91.1％となりました。

91.9 1,198（参考）18年3月期

百万円
8,170 1,550 823

売上高

通　　　期
百万円 百万円

経常利益

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 
当第３四半期のわが国経済は、原油価格の高止まりや個人消費の伸びの鈍化はあるものの、企業収益の改善や設備投資

の増加等に支えられ、景気は緩やかな回復基調を持続しました。 
学習塾業界におきましては、今年度からの教科書改訂で、平成14年に３割削減された教科書の内容が復活し、ゆとり教

育の転換期を迎えることになりますが、頻繁に方針が見直される教育行政に対して生徒父母が抱く不安感は否定できず、

学力の向上及び情報の提供に関して当業界へ期待する思いには強いものがあります。しかし一方では、少子化や個人消

費の伸び悩みなどの環境面でのマイナス要因に加え、同業他社の進出による価格競争の激化など、企業の生き残りをか

けた戦いもますます熾烈となっております。また、業務提携・Ｍ＆Ａ等、経営基盤の拡大に向けて従来以上に各社様々

な取り組みが図られております。 

このような経営環境のもと、当社グループは授業環境の改善と運営の効率化のため、今年度は自社物件としての学習塾

専用会場の建設を積極的に進めてまいりました。当四半期末現在、専用会場は、現在建設中のものを含めて道内を中心

に33棟となり、今後は道外にも拡大していく計画であります。なお、前年度で発生していた不動産収益物件の売却約４

億円が今年度は発生していないため売上高が前年減となりました。 

この結果、当第３四半期におきましては、売上高は5,595百万円（前年同期比8.2％減）、経常利益は1,280百万円（同28.3％

増）、四半期純利益は681百万円（同17.4％増）となりました。 

- 2 -



[添付資料]

(1)（要約）四半期連結貸借対照表

増減率

Ⅰ． 流　動　資　産

１. 3,890 5,285 4,978 

２. 110 118 96 

３. 1,249 2,925 878 

４. 25 31 43 

５. 473 541 429 

5,749 8,901 △ 3,151 △ 35.4 6,428 

Ⅱ． 固   定   資   産

１.　 7,362 6,023 1,338 22.2 6,675 

(1)建物及び構築物 3,915 2,820 3,151 

(2)土地 3,137 2,648 2,918 

(3)その他 310 554 605 

２. 40 48 △ 7 △ 15.8 45 

３． 13,194 10,634 2,559 24.1 12,647 

(1)投資有価証券 11,556 8,891 11,101 

(2)その他 1,637 1,742 1,546 

20,597 16,706 3,890 23.3 19,368 

26,347 25,607 739 2.9 25,796 

Ⅰ． 流 　動　 負 　債

１． 67 107 123 

２． 1,963 2,006 1,648 

2,031 2,115 △ 83 △ 4.0 1,772 

Ⅱ． 固　 定 　負　 債

１． 291 270 279 

２． 31 21 32 

323 292 31 10.6 312 

2,354 2,407 △ 52 △ 2.2 2,084 

― ― ― ― ―

― 23,200 △ 23,200 ― 23,711 

― 25,607 △ 25,607 ― 25,796 

23,837 ― 23,837 ― ―

154 ― 154 ― ―

― ― ― ― ―

23,992 ― 23,992 ― ―

26,347 ― 26,347 ― ―

少 数 株 主 持 分

金     額 金     額 金     額

投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他

有 形 固 定 資 産

流 動 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

（単位：百万円、％）

増　　　減

金     額

（参　考）

平成18年3月期

た な 卸 資 産

　科　　　目

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 金

少 数 株 主 持 分

（ 資　本 の 部 ）

資 本 合 計
負債､少数株主持分及
び 資 本 合 計

（ 純　資　産 の 部 ）

株 主 資 本 合 計

評価・換算差額等合計

純 資 産 合 計

負 債 ・ 純 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

（ 負　債 の 部 ）

買 掛 金

そ の 他

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

（ 少数株主持分 ）

そ の 他

固 定 負 債 合 計

前 年 同 四 半 期当 四 半 期

（平成19年3月期
第3四半期末）

（平成18年3月期
第3四半期末）

期　　　別　

受取手形及び営業未収入金

有 価 証 券
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（2）（要約）連結損益計算書

　期     別 当 四 半 期 前 年 同 四 半 期 （参　考）

金    額 金    額 金    額 増減率 金    額

Ⅰ．売 上 高 5,595 6,093 △ 497 △ 8.2 8,564 

Ⅱ．売 上 原 価 3,923 4,498 △ 574 △ 12.8 5,959 

売 上 総 利 益 1,672 1,595 77 4.8 2,605 

Ⅲ．販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,119 1,206 △ 86 △ 7.2 1,666 

営 業 利 益 552 389 163 42.1 939 

Ⅳ．営 業 外 収 益 735 610 125 20.5 743 

Ⅴ．営 業 外 費 用 7 1 6 508.3 1 

経 常 利 益 1,280 997 282 28.3 1,681 

Ⅵ．特 別 利 益 2 140 △ 138 △ 98.0 139 

Ⅶ．特 別 損 失 63 79 △ 15 △ 19.7 92 

税金等調整前四半期(当期)純利益 1,219 1,059 160 15.1 1,728 

法人税、住民税及び事業税 432 382 50 13.2 648 

法 人 税 等 調 整 額 105 96 8 8.8 117 

四 半 期 ( 当 期 ） 純 利 益 681 580 100 17.4 962 

平成18年3月期

（単位：百万円、％）

増　　　減

 　科     目

（平成19年3月期
第3四半期）

（平成18年3月期
第3四半期）
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